○人間界

鳴り響く、イマジン。

街中で人が倒れている。

アカヒ新聞社でも。

学校でも。

圭の部屋でも。

銀行でも、大勢倒れている。

落ちたお札が翻ると、白紙になっていた。

白紙の札束。

パソコンに表示された残高、０になっていく。

金庫の中では、金塊が土くれになって崩れた。

神社では鳥居が。寺では鐘が。教会ではキリストの像が、倒壊して砂になる。

戦場では、武器や戦車が砂になっていく。

からからと回る地球儀。色分けされた国々が、全て同じ白で統一されていく。

その地球儀を背景に、倒れている人々の背中から光の翼が生えてくる。

空に逆さまに浮かんでいる、巨大な城――

○荒野と化した魔界

イマジンが流れ続けている。

海も、山も、荒れ果てている。

白亜の城。

その屋上で、ギターを手に気持ち良さそうに歌っている男――ジョン・レノソ。

カメラが引いていくと、城が逆さまになって浮かんでいることが分かる。

城を守る天使の軍団。

その城を、厳しい顔で見上げているリティたち。

　スターリン「奴らの力は強大だ」

言うのはスターリン

　スターリン「イマジンにより全人類から信仰を集めた奴らに、天秤を失った我らが対抗する術はない。勝算があるとすれば……」

視線が、一斉にリティに向く。

　スターリン「無限の魔力を持つサイレント魔女、リティだけであろう」

頷くリティ。邦道を見て。

　リティ「赤井さん、お願いします」

　邦　道「ああ、任せろ」

拳を合わせる二人。

箒に跨っているリティと邦道。

　ノイジー「絶対勝ってこなきゃ駄目だよ。負けたりしたら許さないんだから！」

　リティ「うん」

ノイジーとリティ。

　朝　日「邦道……」

朝日は心配そうにした後、精一杯に力強い顔を作って。

　朝　日「頼んだわよ！　世界の平和が掛かってるんだから！」

　邦　道「ああ」

頷く邦道。

　邦　道「行くぞ、リティ」

　リティ「はい！」

風が起こり、箒が浮く。目指すは、天使たちの城。

　リティ「しっかり掴まっていてください！　行きます！」

飛び立つ箒。

その軌跡を、ずっと心配そうに見つめる朝日。

○上空

箒で飛んでいるリティと邦道。

天使からの散発的な攻撃を、回転などして避けながら進む。

　邦　道「……思ったより、楽そうだな」

天使たち、大分疲弊している。ヒムラーの特攻によるもの。

と、邦道ある一点に注視する。

　邦　道「リティ、あそこだ！」

　リティ「――はい」

邦道が見たものを確認したリティ。頷いてそちらに向かう。

白いステージに、箒から降りる邦道。

　邦　道「リティは先に行ってくれ」

　リティ「……はい」

躊躇はあったものの、結局頷くリティ。

　リティ「赤井さん、気を付けて下さい」

　邦　道「分かってるよ」

手を振って、背を向ける。

その場から離れるリティ。

　邦　道「さて」

拳を手の平に打ち付け、気合を入れる邦道。

　邦　道「この歌を、止めないとな」

視線の先には、不敵に笑うジョン・レノソ。

広いステージに、いるのはジョンのみ。ギター、ベース、ドラムが置かれているが、演奏者はいない。

　レノソ「ありがたいね、オレのライブを聴きに来てくれたのか？」

　邦　道「いや」

前に進み出て。

　邦　道「不快な喚き声を、黙らせに来たんだよ」

○上空

飛んでいるリティ。城に近付けばそれだけ、天使の数も増える。

かわすだけでなく、AK47で応戦もする。

そして城の目前。ずらりと並んだ剣で武装した十字軍。

上下左右からの波状攻撃に、かわしきれないリティ。一撃を受けて落ちる。

その様子を見下ろす十字軍。

リティ、落ちながら。

　リティ「サイレントマジョリティを考慮に入れて決定します！」

光るリティの体。動揺する十字軍。

　リティ「死刑！」

石田化。

箒の上に立ち、ジャンプ。

Mig-25や十字軍の翼を足場に、八艘跳びで次々十字軍を片付ける。

最後の十字軍をAK47で倒し。

　石　田「絆が繋がっていれば、どこにいても変身できる。あたりまえの話だよね」

城に向かう。

ヒムラーのUボートが空けた大穴から、内部に潜入。

○屋上ステージ

響く歌声。

　邦　道「このっ！　くそっ！　よけるな！」

邦道、レノソを殴ろうとするが、歌いながら軽いステップでかわされる。

　邦　道「はぁ……はぁ……」

疲れた邦道。曲もちょうど間奏に入る。

　レノソ「無駄さ。オレの歌は止められないよ」

ギターをかき鳴らすと、空に人間界の映像が映る。

世界中で、イマジンを歌っている天使たち。

ステージ上を歩くレノソ。

　レノソ「いまや世界中の人がオレの歌の虜だ。マホメッドもシッダールタも、ジーザスさえも届かなかった高みにオレはいるんだぜ！」

邦道、映像からレノソに視線を戻し。

　邦　道「お前、自分が神様とでも言うつもりか！」

　レノソ「神様？　オレは天使だよ。でもそうか、彼女はひょっとしたら神様かもね」

　邦　道「彼女……？」

　レノソ「そう。彼女の下に、世界は一つになる」

マイクに口を近づけ。

　レノソ「オレの、最愛の人だよ」

邦道がマイクのコードを引っ張ると、コードに足を引っ掛けてレノソが転んだ。

○城内

内部を飛んでいくリティ。

壁には映画のように記録映像が映し出されている。

それは戦争であったり、貧困であったり、悲惨なものばかり。

映像に気を取られながら更に進む。

と、広い空間にでた。

下を見ると、金銀財宝や名画に骨董品など、高価な物ばかりがゴミのように捨ててある。

更に進むと、扉を発見。

自動で開く扉の中へ、意を決して飛び込む。

世界が白で包まれて――

何もない、真っ白な部屋にリティはいた。

箒から降りるリティ、辺りを見渡す。

　女　性「（オフ）よくいらっしゃいましたね。サイレント魔女、リティ」

箒から降りるリティ、辺りを見渡す。

初老といってもいいくらいの、年かさの女性。

　女　性「今、飲み物を用意するわ。紅茶でいいかしら」

そう言って、背を向けて部屋を案内する女性。

警戒しながらついていくリティ。

現れた、真っ白い机と椅子。その上に乗っている茶器。

　女　性「どうぞ、座って頂戴」

　リティ「あなたは、誰ですか……？」

リティの問い掛けに微笑む女性。

　女　性「私はヨーコ。魔女と呼ばれているけれど、正真正銘、ただの人間よ」

　ヨーコ「本当はね。思想も信仰も、この世界にはいらないのよ」

紅茶を淹れながら。

座って見ているリティ。

　ヨーコ「どうしても人は、自分の信じることだけが、絶対に正しいと信じてしまうの。悲しいことに、その思い込みに囚われて、人は傷つけ合っているのよ。……はい、熱いから気を付けて」

にっこり笑って、ティーカップを差し出す。

ヨーコも席に着き。

　ヨーコ「人種とか、宗教とか。そんな枠組みで人を区別するのは、もうやめにしましょう？　大切なのは、ただ同じ人間として互いを想い合うこと。それだけで、人類は幸せになれるのよ」

優しく微笑む。

リティ、手にした自分の紅茶を見つめ。

　リティ「……私は、違うと思います」

カップの水面が揺れる。

　リティ「マジカルソビエトは、ずっとマジカル枢軸と戦ってきました。長い戦いで、苦しんだ人も大勢いたと思います」

意味が分からず、不思議そうな顔をするヨーコ。

　リティ「朝日さんは、赤井さんが好きだそうです。私、鈍いからそういうの気付かなくて……」

七話で、リティに邦道を連れて行かないでと懇願している朝日。

　リティ「好きで、大切で。だからずっと、辛い思いをしていたんだと思います」

顔を上げるリティ。

　リティ「スターリン様も、ヒトラーさんも。ブッシュさんも、アベも……ノイジーも。みんな自分の信じるものがあって、そのために誰かを傷つけたり、自分が傷ついたりしてきました」

ヨーコ、きょとんと。

　ヨーコ「ええ。だから、そんなものは捨ててしまいましょうと」

　リティ「『そんなもの』だなんて、言わないで下さい！」

力強く言うリティ。

ヨーコ、頬を掌で支え。

　ヨーコ「あなたは、傷つけあうことが間違いじゃないと言うの？」

　リティ「……そうじゃないです」

首を振る。

　リティ「――でもみんな、こうして生きて来たんです」

身を乗り出して、訴える。

　リティ「苦しいのは、必死で生きてるからなんです！　そのことを、無価値みたいに言わないで下さい！」

無表情に、リティを見るヨーコ。

○屋上ステージ

殴りかかる邦道。

ワイヤレスマイクに持ち替えたレノソ。華麗にかわす。

　邦　道「このっ」

邦道の大振りを、余裕で交わすレノソ。倒れる邦道。

　レノソ「無駄だよ、オレのライブは誰にも止められないのさ。この歌で、世界を一つにするまでね」

　邦　道「くそっ」

と、倒れていく邦道、そこにギターが落ちていることに気付く。

　邦　道「はっ！」

ギターを掴んで立ち上がる。

目を細めるレノソ。

　邦　道「これでも喰らえ！」

ギターで殴りかかる邦道。

迎え撃つレノソ。

　レノソ「それに……触るな！」

ギターを奪い、驚く邦道を蹴りで吹っ飛ばすレノソ。

転がって倒れる邦道を見下しながら。

　レノソ「これは、オレのメンバーの大切なものだ。お前の汚い手で触っていいものじゃないんだよ！」

　邦　道「くそ……」

うめく邦道。

　邦　道「メンバーなんて、どこにいんだよ……」

レノソ、肩を竦め。

　レノソ「音楽性の違いで、解散したからな」

　邦　道「はぁ……？」

苦しそうに、何とか身体を起こして尻餅をつく。

小さく笑い。

　邦　道「自分のグループも一つに出来ない奴が、世界を一つにするとか言ってんのか」

　レノソ「あいつらは、オレについて来れなかったんだよ」

不快そうに。

　レノソ「けど、この曲を聴けばあいつらも帰ってくるはずさ」

　邦　道「音楽性が違うんだろ」

　レノソ「はっ」

レノソ、その翼と両腕を大きく広げ。

　レノソ「オレがあいつらを受け入れるんだ、あいつらもオレを受け入れるに決まってるだろ？　オレたちは、互いに想い合って生きるべきなんだから！」

　邦　道「……」

邦道、睨む。

○ヨーコの部屋

　リティ「同じ人間なんて、どこにもいません」

立ち上がるリティ。

　リティ「人はみんな、少しずつ違う意見をもっていて――自分の信じるものの為に、一生懸命に生きているんです」

テーブルが消える。

後に残ったのは、座っているヨーコと対峙しているリティ。

目を閉じ、静かに聞いているヨーコ。

　朝　日「その思想を取り上げて、争いごとをなくしても。それは、気持ちが通じ合ったわけじゃないんです。信じるものがなくなったから、戦いをやめただけなんです」

空間に、幾つも浮かぶ映像。

映っているのは人間界の様子。翼を生やした人間たちが、うつろな目で歌を歌っている。

それと、邦道。ドラムのスティックでレノソと戦っている。

　邦　道「喧嘩しないことと、仲良くすることは違うんです。嫌いがなければ、好きもなくなるんです」

ヨーコ、人間界の天使たちを見て。

　ヨーコ「……あなたは、信じているのね。人が人のまま世界を一つにできるって」

　リティ「はい」

杖を振るうリティ。

　リティ「みんなが同じになるんじゃない。本当に仲良くするということは、喧嘩しても、違っていても、それでも信頼し合える関係を作る事だと思うから」

光が溢れる。

目を閉じて、受け入れるヨーコ。

　リティ「サイレントマジョリティを考慮に入れて決定します。みんな、仲良くした方がいい。あたりまえの話だよね」

光。

○魔界上空

　朝　日「何！？」

焦る朝日。空の亀裂が閉じていく。

　朝　日「何が起こってるの……？」

　スターリン「天上界が、元に戻りつつあるのだ」

解説スターリン。

　スターリン「どうやら、リティたちがやったらしいな」

　朝　日「勝ったのね！？」

嬉しそうな、朝日。しかしすぐに顔が曇り。

　朝　日「でもじゃあ……二人はどうしたのよ？」

　スターリン「もうすぐ来る、と言いたいところだが」

顔を上げる。

　スターリン「ボストークまで用いて、ようやく開いた境界だ。向こう側に取り残されれば、如何にサイレント魔女と言えそうやすやすと帰ってこれるかは分からん」

　朝　日「そんな！」

見上げる朝日。

　朝　日「邦道……リティ……」

　ノイジー「大丈夫だよ！」

明るいノイジー。

　ノイジー「二人なら、絶対すぐに帰ってくるんだから！」

　朝　日「……そうよね」

目を閉じて、祈るように拳を握る。

　朝　日「二人とも、早く帰ってきなさいよね……」

天上界、今にも消えそう。

○城の屋上

マイクのコードでレノソをぐるぐる巻きにしている邦道。

空は大荒れ。

　邦　道「な、なんだ！？」

そこに、箒で飛んでくるリティ。

　リティ「赤井さん！」

　邦　道「リティ！　一体……」

　リティ「早く後ろに乗ってください！」

　邦　道「な……？」

　リティ「早くしないと、ここから出られなくなります！」

　邦　道「わ、分かった！」

飛び乗る邦道。

　リティ「行きます」

急発進。急加速。

歪んだ空間の中、とにかく飛びつづける二人。

目の前で、空間の亀裂が閉じそうになっている。

　リティ「間に、合わない！」

　邦　道「大丈夫だリティ！」

リティの手に自分の手を重ねる邦道。

　邦　道「俺たちの絆は、無敵なんだろ！」

　リティ「……はい！」

間に合うかどうか――

（画面、一旦ホワイトアウト）

○邦道の家

朝。雀が鳴く。

寝ている邦道。寝返り。

　舞　　「邦道君！」

大声で呼んで、ノイジーというか舞（普通の服）がパタパタとやってくる。

起きない邦道。

　舞　　「邦道君、朝日さんが来たんだよ！　来たんだから！　起きなきゃ駄目だよ！」

寝てる。

　舞　　「もう、仕方ないからあれやっちゃうよ。いいよね。ちゃんと聴いたんだからね！」

ぶつぶつ言いながら、ヘッドホンを手に。

砂嵐のテレビに繋ぎ、音量をありえないほど上げていく。

一度ミュートにして、ヘッドホンを邦道に被せる。

　舞　　「ノイジー・マイノリティ！」

ミュート解除。

　邦　道「ぎゃあああああああああああああああっ！！？」

飛び起きる邦道。

　邦　道「鼓膜が破れるわ！！」

　舞　　「起きない邦道君が悪いんだから！」

　朝　日「ていうか、何でまだブラウン管なのよ」

いつの間にか、朝日が家の中にまで入ってきていた。

　邦　道「しょうがないだろ、金がないんだから。は、これだから社長令嬢様……は……」

邦道、朝日を見て唖然。

朝日の格好は、三話でマオが似合うと言っていた白いワンピース。

　邦　道「何だお前、その格好……」

　朝　日「う、うるさいわね！　どうせ似合わないわよ！」

　邦　道「いや……十分可愛いんじゃ……ていうかその、なんだ……」

　朝　日「へ……？　な。何言って……」

　舞　　「ぶー」

舞、邦道の腕を取って。

　舞　　「朝日さん。アタシのお兄ちゃんに、色目使ったら駄目なんだから！」

　朝　日「な、そ、そんなことするわけないわよ！　ねえ？」

　邦　道「お、おう。そうだぞ舞、気色悪いこと言うな」

　朝　日「気色悪いって何よ！？」

殴り倒される邦道。

○デモ会場近く

憲法改悪を許すな、の横断幕。他、そんな感じの色々。

中心部は人がごった返しているが、邦道たちがいる辺りはそうでもない。

　邦　道「さすがに多いな」

　朝　日「心強いわね」

満足げな朝日。

そこに現れる圭。

　圭　　「朝日！　やっぱり来てたんだ」

　朝　日「圭？　圭もデモに参加……するわけないわよね」

　圭　　「私は取材だよ。参加者が問題起こしたら、記事に書いてあげるからね」

　朝　日「う……」

　邦　道「お手柔らかに頼むよ」

　圭　　「駄目ですよ。いくら先輩の頼みでも聞けません。ジャーナリズムの世界は非情なんです。……ところで」

朝日に身体は向けつつ、肩越しに邦道を見上げる圭。

　圭　　「朝日の服、ちゃんと褒めてあげましたか？」

　朝　日「ぶっ！　圭！」

　邦　道「そのネタはもう勘弁してくれ……」

　圭　　「？」

不思議そうな圭。

　邦　道「……ん？」

と、何かに気付く邦道。他の二人も邦道が見た方を見れば。

電柱の陰に隠れている舞。

　朝　日「何やって……」

言いかけて、はっとして圭を見る邦道と朝日。

　圭　　「あ……」

四話のことを思い出す圭。

沈黙。

後、圭笑顔で。

　圭　　「そんなところにいないで、こっちにおいで」

おずおず進み出てくる舞。

　圭　　「朝日から、話は聞いてるよ。邦道先輩の妹さんだったんだよね」

　舞　　「う、うん」

　圭　　「よろしくね、舞ちゃん」

　舞　　「許して、くれるのかな？」

　圭　　「許すも何も、怒ってないよ。お陰で私も、溜め込んでたものを吐き出すことができたから」

うるっとくる舞。ほっとして笑う邦道と朝日。

圭、急に真剣な顔になり。

　圭　　「それに、女の子同士はやっぱりノーカウントだからね」

　舞　　「う……」

　邦　道「……何の話だ？」

　圭　　「よろしくね」

手を差し出す圭。

握り返す舞。

突然鳴り出す、朝日の携帯電話。

　朝　日「何よ、こんな時に！」

開くと、携帯のディスプレイに勝手に画像が浮かんでいる。

　朝　日「え？　何？」

　邦　道「どうした」

後ろから覗き込む邦道。はっとする。

　邦　道「これは……」

ディスプレイに表示されるのは、ソビエトの地図とマジカルソビエトの文字。

勢いよく流れていく石田の原作。

赤字で点滅するБольшевикиの文字。

爆発が起こる。

　一　同「わあっ！？」

煙を避けようと顔を背ける皆。

そして煙の中から……。

邦道が、目を見開く。

魔女の格好をした……。

かすかに震える声。

　邦　道「リティ……」

　リティ「赤井さん……」

目に涙を溜めて。

　リティ「赤井さん！」

抱きついてくる。

体勢を崩して、倒れる二人。

顔を赤くする舞。

　朝　日「ちょ……」

とめかけて、やめる朝日。

　圭　　「いいの？」

　朝　日「今日くらいは、しょうがないわよ」

尋ねる圭に、苦笑いで答える朝日。

邦道、倒れたまま。

　邦　道「リティ、魔界の方はもういいのか」

　リティ「はい。大分修復できました」

　邦　道「そうか……お疲れ様」

それから立ち上がり、次いでリティに手を貸して立たせる。

向き合い、見つめあい。

　リティ「そうだ！　大変なんです！」

慌てるリティ。

　邦　道「な、何が！？」

　リティ「またネトウヨが暴れているんです！　早く止めないと！」

　邦　道「なんだって！？」

　リティ「赤井さん、行きましょう！」

　朝　日「ちょっと邦道、デモはどうするのよ！」

　舞　　「待って！　アタシも、一緒に戦うんだから！」

喧騒――

その喧騒を、遠く高いところから見守っているサイレン。

邦道たちを見送ってから、ちょこんと飛び降り。

ばったりと倒れる。

――背中のチャックが開く。

中から出てくる小動物。

小動物とことこ走り、近くにいた人影をよじ登る。

人影の正体は、ルフ。

　ル　フ「ご苦労様、ユキカゼ」

餌をやるルフ。カリカリと食べるユキカゼ。

　ル　フ「心から世界の平和を願った、リシタの忘れ形見」

微笑んで。

　ル　フ「見届けさせてもらうよ。君が、本当のサイレント魔女になれるのかをね」

じっとルフを見ているユキカゼに気付く。

その瞳の中に、一瞬ヨーコの姿が映る。

ルフ、ふっと笑い。

　ル　フ「僕は、ただ見ているだけさ。噂話に責任を求めるなんて、ナンセンスだろう？」

マントを翻し。

　ル　フ「……風説は、また流れるよ。風の便りに身を任せてね」

風と共に去りぬ。

○マジカルソビエト

　ヴォローシロフ「報告します」

頭を下げるヴォローシロフ。

つまらなそうに肘をついているスターリン。

　ヴォローシロフ「魔界の復旧率は、我がマジカルソビエトを初めとする左翼側が六割強。比べて右翼側は、マジカルドイチェの勢力が壊滅状態なせいでしょう、五割弱といったところです」

スターリン欠伸。

　ヴォローシロフ「今攻めれば、優位に立てるでしょう」

　スターリン「馬鹿馬鹿しい」

　ヴォローシロフ「は？」

大量に転がっている、リティのマトリョーショカ。

スターリンが指を振ると、その一番小さいものが二番目に小さいものの中に入る。

　スターリン「コイズミが、何も対策を考えていないはずがあるまい。余計なことを考えず復旧に努めよ」

　ヴォローシロフ「はっ」

ヴォローの独り言。

　ヴォローシロフ「……リン姉さんにしてはまともな意見。今回の事、大分堪えたのかな」

　スターリン「何か言ったか？」

　ヴォローシロフ「いいえ」

　スターリン「ふむ」

二番目に小さいリティ、三番目に小さいリティに入る。

　スターリン「ところで、キムはどうした。復旧作業に姿を見かけんが」

　ヴォローシロフ「は。キムなら、我らに極秘で開発していたテポドン２の暴発に巻き込まれ、後継者ごと爆散しました」

　スターリン「ああ……まあ、どうでもよいわ」

三番目に小さいリティ、四番目に小さいリティへ。

　ヴォローシロフ「サイレント魔女の件ですが。やはりリティは天秤を修復して以降、無限の魔力を失っています」

　スターリン「一応訊こう。何故だ」

マトリョーショカのリティ、一番大きなリティの中へ。

　ヴォローシロフ「彼女の力は、捏造されたマジョリティを真と推定する事で、思想エネルギーを引き出す力です。リティ自身がマジョリティの捏造を良しとしなければ、彼女の力は普通の魔女と変わらない――どころか、おちこぼれのレベルです」

閉じた一番大きなリティをもう一度開くと、中身が空っぽだった。

　スターリン「……やはり、ボストークの再建を……」

　ヴォローシロフ「地道にやろうよ、リン姉さん……」

スターリンのマトリョーショカが転ぶ。

○河原

土手に立ち、河を見ているアダム。鞄には、天使とドイツ軍人のキーホルダー。

　アダム「なんだよ」

拳を握り締める。

　アダム「この気持ち……」

ふと、翼の生えた少女が見えた気がした。

走り出すアダム。水際までやってきて、息を切らせる。

水面に映る、微笑む天使の影。

　アダム「！」

顔を上げるが、そこには何もない。

　アダム「……ったく。何やってるのさ、俺は」

自嘲の笑い。

足音。に気付くアダム。

鉤十字のイヤリングが揺れる。

○屋敷

　ブッシュ「人間と魔女の境目なんて、案外曖昧なものね」

銃を磨いているブッシュ。

　ブッシュ「魔女が人間になったって、おかしなことなんてないのかもね」

銃を置いて、隣にウインク。

　ブッシュ「ね、コンディ」

そこに現れる、車椅子の男性。

　ブッシュ「お父さん」

立ち上がって、男性の傍によるブッシュ。

　ブッシュ「無理しないで、呼んでくれれば手伝うのに」

○コロッセウム

円形闘技場の中心。

黒い箱に、和服で足を組んで座っているコイズミ。

　コイズミ「なかなか、楽しいお祭りでしたわ」

流し目で。

　コイズミ「ヒトラー様も、きっと満足していますでしょう。やはり人間、生きたいように生きるのが一番ですわ。そうでしょう、アソー」

跪いているアソー。

　アソー「私たちは、人間ではありませんが」

　コイズミ「細かいことは、どうでもいいのですわ」

頬を膨らませてそっぽを向くコイズミ。

　コイズミ「さぁ」

コイズミ、目を細めて微笑んで。

　コイズミ「次は、どんなことが起こるのか。とぉっっても楽しみですわっ」

コイズミが座っていた黒い箱は、棺。

表面にある、ムッソリーニという文字を指先でなぞる。

闘技場を埋め尽くしている、無数のグラディエーターたち。

○ネットカフェ

キーボードを叩いているネトウヨたち。

受付のネトウヨ、顔を上げて黒目のない眼を入り口に向ける。

と、外から銃撃。入り口の自動ドアと内装の多くを破壊される。

隠れていたカウンターから顔を出すネトウヨ。

壊れた入り口から入ってきた、リティ、邦道、朝日、舞（ノイジーの格好）。

　リティ「あなた方の意見も、『みんな』の声の一部です」

個室からわらわらと出てくるネトウヨたち。

　リティ「それでも、偏った情報で争いを起こそうとするのは許せない！」

構えるリティ。

後ろで顔を引き締めている朝日。

ふふん、と笑っているノイジー。

リティの横に並ぶ邦道。顔を見合わせ頷きあう。

　リティ「多数のサイレントマジョリティを考慮にいれて決定させてもらいます」

ネトウヨから、黒いオーラ。

　リティ「死刑！」

銃声が、周囲に響き渡った。

○邦道の家

パソコンのディスプレイを覗き込んでいるリティを、ディスプレイの中から覗き返しているような映像。魚眼レンズ風。

ディスプレイに顔を近付けたり遠ざけたりしながら、何か打ち込んでいる。

　邦　道「リティ、何してるんだ」

現れる邦道。リティ横を見て。

　リティ「アンケートを取っているんです。みんなが、本当はどう思っているのかを知りたくて」

　邦　道「まぁリティなら、態々アンケートに答えてくれた人に何故か説教するようなまねはしないだろうからな」

　リティ「そんな人がいたんですか？」

きょとんとしてから、ディスプレイに向き直り。

　リティ「世界には色々な人がいます」

楽しそうに。

　リティ「これからたくさんの人に出会って、たくさんの意見を聞いて、本当のマジョリティを探していくんです。どこにもいないサイレントマジョリティじゃない、本当のマジョリティを」

　邦　道「俺も協力するよ」

リティに顔を近づけて、一緒にディスプレイを見る邦道。顔を赤くするリティ。

　邦　道「なるほど、こういうアンケートか。いいんじゃないか」

　リティ「そ、そうですか？　じゃあ……」

リティの手が伸びる。

まじめな顔で、唇を結び。

　リティ「みんなの意見、聞かせてください！」

人差し指が、エンターキーを押す。

魔女リティの、白黒つけます。お題。中国、韓国と仲良くした方がいい？　しなくてもいい？　――

　　　　　　終わり

